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【経営目標数値】（連結ベース）

平成26年度 平成27年度 2年間累計 平成24年度 平成25年度

売上高 750億円 730億円 - 652億円 708億円

営業利益 37億円 35億円 72億円 ▲34億円 33億円

経常利益 30億円 28億円 58億円 ▲35億円 35億円

【経営資源投入計画】（連結ベース）

平成26年度 平成27年度 2年間累計 平成24年度 平成25年度

設備投資額 28.6億円 29.0億円 57.6億円 28.7億円 32.2億円

研究開発費 10.0億円 10.5億円 20.5億円 10.5億円 9.5億円

【参考】前中期実績今中期計画

今中期計画 【参考】前中期実績

平成 26 年 6 月 23 日 

各 位 

会 社 名  東 京 製 綱 株 式 会 社 

代表者名  取締役社長 蔵重 新次 

                                               （コード番号 5981 東証第一部）  

問合せ先 取締役総務部長 佐 藤 和 規 

（TEL 03-6366-7777） 

新中期経営計画「TCT－ﾌｫﾜｰﾄﾞ」について 

当社グループは、平成 26 年度から平成 27 年度の事業運営の指針となる中期経営計画「TCT－ﾌｫﾜｰﾄﾞ」

を策定しました。主な内容は、以下のとおりです。 

平成 25 年度当社は、スチールコード事業構造改革による固定費圧縮効果と他セグメントの増収効果、並

びに一過性要因が寄与して、当期純利益約 47 億円とＶ字回復を果たしました。上述の固定費圧縮効果によ

って、当社は「今後確実に黒字決算を継続できる企業」へと変革を遂げております。又、足下当社の事業

領域においては、「安全、防災、環境、エコ」といった分野でのニーズが国内外で高まっており、将来に向

けて当社が貢献できる場面は、より拡大しております。 

しかしながら当社には、スチールコード事業の恒常的な黒字化、他事業の成長戦略の具体化、過去の構造

改革費用計上により毀損した資本面の強化、等が課題として残されてもおります。 

このような状況に鑑み、当社は「平成 28 年度以降の飛躍へ向けた基礎づくり」を骨子とする 2 カ年計画

を策定いたしました。 

具体的には、スチールコード事業構造改革の完遂、増収要因の揃う国内市場の捕捉、海外成長市場におけ

る収益力確保・拡大、今後の当社成長戦略を担う炭素繊維複合材ケーブル（CFCC®）の生産・販売体制確

立、等に注力してまいります。 

また、第 215 回定時株主総会に付議する種類株式の発行によって、財務基盤の早期安定化を実現し、さ

らに期間損益を積み上げていくことによって財務体質の強化を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社グループは一体となって本中期計画を実現し、企業価値の継続的向上を目指します。株主、お客様、

サプライヤー、従業員など様々なステークホルダーの皆様の信頼に応えられる企業となるために全力を尽

くす所存です。 

以 上 

 

本資料に掲載されている事項は、資料作成時点における当社の見解であり、その情報の正確性及び完全性を保証又は

約束するものではありませんのでご了承下さい。 


